
【様式３】事業評価個票

□ □ ■ □ □ □
□ （ ）

令和５年度 令和６年度
令和―年度
(最終目標)

部局・担当課名 みらい企画創造部　国際人材活躍・コンベンション誘致推進課
①交付決定件数

活動実績 件 １ １

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度事業名 ロケ誘致促進事業費 開始/終了(予定)年度 平成21 / 未設定

― ― ―

総合発展計画実施
計画の位置付け

政策の柱、
政策

〔政策の柱３〕高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化
〔政策３〕国内外からの観光・交流の拡大による地域経済の活性化

当初見込み 件 １ １ １ １ ―

施策 ―
②

活動実績

目標指標 ― ― 当初見込み

事業の目的
映画等のロケ地となることは、映画等製作に係る直接的経済効果に加え、公開後にロケ地が観光資源になりうることや、様々な
場所で紹介されることによるＰＲ効果等、県全体に与えるメリットが大きいことから、「ロケは山形」をアピールし、映画等の
ロケによる本県の知名度向上及び交流人口の拡大を図るため、県内ロケ誘致への補助を行う。

③

活動実績

当初見込み

当初見込み

活動実績

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
令和―年度
(最終目標)

①外国人旅行者延べ宿泊者数

成果実績 人泊 １５,９２０ ２５,９００

成果指標（所管部局の分析） 単位

― ― ―

目標値 人泊 ２５５,０００ ２９５,０００ ３４５,０００ ４００,０００ ―

―

②

成果実績 人

目標値

達成度 ％ 6% 9%

貸付
その他

達成度 ％
実施方法

直接実施 委託・請負 補助 負担 交付 人

事業概要
（令和４年度の
実施内容）

〇映画やテレビドラマ等の県内ロケに要する経費を補助する。
〇補助対象要件等
１．国内映画作品
【補助要件】
日本国内の法人又は団体が製作する映画作品で、
(1)日本、韓国、中国、香港、台湾等のいずれかにおいて全国的規模で公開される劇場型映画又は大手動画配信サービスで配信
されるものであること。
(2)R4.4.1～R5.2.28までの間に県内ロケを行うこと。
(3)県内で概ね30日以上ロケを行うこと。
(4)製作費が3億円以上であること。
(5)県とのタイアッププロモーションが可能であること。
(6)補助事業者は、メディア取材時等において県から補助金の交付決定を受けていることをＰＲすること。
(7)明らかに本県において撮影されていることが分かること及び本県で撮影したことを映画ＨＰ等でＰＲすること。
２．海外映画作品
【補助要件】
海外の法人又は団体が制作する映画作品で、
(1) 韓国、中国、香港、台湾等のいずれかにおいて全国的規模で公開される劇場型映画又は大手動画配信サービスであること。
(2)日本国内の製作者等が、作品の製作責任者と契約関係にあり、申請手続きや経費支払い、事務局との協議に責任を持った立
場で対応できる体制を確立していること。
※国内映画作品の補助要件(2)～(7)に該当すること。
３．テレビドラマ
【補助要件】
 ・日本、韓国、中国、香港、台湾等のいずれかの法人又は団体が製作するドラマで、
(1)日本、韓国、中国、香港、台湾等のいずれかにおいて全国的規模で放送又は大手動画配信サービスであること。
(2)放送回数は概ね9回以上であること。
(3)県内で概ね10日以上ロケを行うこと。
(4)製作費が3千万円以上であること。
※国内映画作品の補助要件(2),(5),(6),(7)に該当すること。
【補助金額】１．２：1本につき最大10,000千円 　３：1本につき、最大5,000千円
【補助事業者】映画製作委員会又はロケ支援団体等

④

成果指標及び
成果実績

（アウトカム）

上記実施方法とする理由： ロケ誘致支援団体や製作委員会等のノウハウを活かし、効果的に取り組みを進めるため。

③

成果実績

予算見積書グループ名 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 目標値

当初予算額
（単位:千円）

① ロケ誘致促進事業 １０,０００ １０,０００ １０,０００ １０,０００ １０,０００ 達成度

計 １０,０００ １０,０００ １０,０００ １０,０００ １０,０００ 活動指標及び成果指標設定の考え方

％

５,０００
本事業による取組状況は補助件数で明らかになることから、活動指標には「交付決定件数」を、支援作品の公開による本県の魅力の情報発信
は、県内の観光誘客者数に寄与することから、成果指標には「外国人旅行者延べ宿泊者数」を設定した。

国庫支出金 ５,０００ ５,０００ ５,０００ ５,０００

事
業
の
効
率
性

１０,０００ １０,０００ １０,０００ １０,０００ １０,０００

事業所管部局による評価・検証（令和５年６月）

財源内訳
（単位:千円）

計

支出先の選定や受益者との負担関係は妥当であるか。 B ロケ誘致支援団体としての活動実績なども確認しており、支出先の選定は妥当である。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的あるいは低
コストで実施できているか。
また、類似事業がある場合、他部局等と適切な役割分担を行っているか。

B
県内で３０日以上のロケ実施等を補助要件としており、県内への経済波及効果を踏まえ、費用対効果の高い事業内容で
あると考える。

項目

一般財源 ５,０００ ５,０００ ５,０００ ５,０００

評価に関する説明

(評価基準)　「事業の必要性・事業の効率性　Ａ:妥当性が高い/Ｂ:おおむね妥当である/Ｃ:妥当性が低い」
　　　　　　　 「事業の有効性（達成度）　Ａ:目標を上回る成果、活動見込を上回って達成(100%以上)/Ｂ:おおむね目標どおりの成果、活動見込をおおむね達成(80%以上100%未満)/Ｃ:目標を下回る成果、活動見込を下回った(80%未満)」

今
後
の
対
応

引き続き、ロケ誘致促進を通じて、本県の観光振興や地域活性化を図り、国内でもトップレベルのロ
ケ地として本県が確固たる地位を確保することを目指す。

事
業
の
有
効
性

（
達
成
度

）

活動実績は見込みに見合ったものであるか。
また、整備された施設や成果物などは十分に活用されているか。 B

交付決定件数は目標を達成している。また、支援作品の公開とあわせて地方民放局での特集番組の放送や県庁への表
敬訪問を行うなど、県のPRに活用できている。

成果実績は成果指標に見合ったものとなっているか。 B
コロナの世界的な感染拡大の影響で目標には届いていないものの、今年度からはコロナが明けたこともあり、少しずつで
はあるが、本事業の実施により着実に県内への観光誘客を推進している。

５,０００

課
題

補助の交付決定件数は目標を達成しているが、ロケ地の決定やスケジュール等は製作側の事情に左右
されるため、支援対象作品（件数）の把握が難しい。
また、支援作品の公開による本県の魅力発信を、より確実に誘客につなげるためには、県の観光関連
施策とのタイアップやＰＲ事業を強化していく必要がある。

事
業
の

必
要
性

事業の目的が県民や社会のニーズを的確に反映し、成果指標の明確な達成手段として位置づ
けられ、優先度の高い事業となっているか。
また、市町村・民間等に委ねることができない事業なのか。

B
本補助金によるロケ誘致の優位性は高く、継続的な取組が必要である。また、県内の誘致支援団体や製作委員会等と連
携し、県全体で誘致拡大に向けて取り組んでいく必要がある。

評価
（ABC）



ロケ誘致促進事業費の主な実績（Ｒ４）について 

 

〇 山形県ロケ誘致促進事業費補助金 

  申請１件 交付決定１件（補助額１０，０００千円） 

 

 


